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 湿原の遊歩道は、木道が多い。文字通り、木ででき

た道だ。これは、「人が歩きやすいように」ではなく、

「生態系の保護の為に」設置されたものだ。湿原は、

１年に１mmぐらいしか厚さを増さず、踏みつけられる

ことに非常に弱い。 

 

 八島ヶ原湿原にも、全周木道が設置されている。や

や老朽化していて、ところどころ木が朽ちて、通りづ

らい場所もある。 

 

 これは「コオニユリ」このような美しい山野草が随

所に見られるが、決して木道をはずれて撮影したりし

てはいけない。一歩の踏みつけが、湿原の生態系にと

っては致命的なのだ。 

 

 駐車場から湿原に下りると、池塘の島もすぐ近くに

見える。ちょっと池に入って、あの島の上に立ってみ

たいと思ったが、もちろんＮＧ。仮に乗れても、私の

体重で沈没しそうだ。島の周囲にも水草が繁茂し、い

ずれはこの池も草原化してしまうのだろうと思った。 

 

 目立つ植物には、このように名称札がたっていて、

大変有難い。しかも常設ではなく、その季節に咲いて

いる花だけに付け替えられているようだ。実際に設置

している方を見かけた。これは秋の七草の一つの「オ

ミナエシ」控えめで清楚な野草だ。 

 

 「ヤマハハコ」に昆虫がとまって、吸蜜していた。

木道から至近距離で撮影できるのが嬉しい。 


